
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

納　期　限

6 2 月
曜
日

◦軽自動車税（種別割）（１期分）
◦保育料（5月期分）
◦町営住宅使用料（5月分）
◦上水道料金（5月期分）大口4月使用分

◦下水道使用料（5月期分）大口4月使用分

5月納期の主な町税・使用料など（納期限までに納めましょう）

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
に
軽
自
動
車
等
を
所
有
ま
た
は

使
用
し
て
い
る
方
が
納
め
る
税
金

で
す
。
５
月
中
旬
に
送
付
す
る
納

税
通
知
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
し
く

は
一
部
の
電
子
決
済
で
納
付
い
た

だ
け
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
に
は
車
検
を
受
け

る
際
に
必
要
と
な
る「
納
税
証
明

書
」が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
車

検
証
と
一
緒
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
も
し
く
は
電
子
決

済
を
ご
利
用
の
方
に
は
、
納
付
の

確
認
後「
納
税
証
明
書
」を
送
付

し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
１
月
よ
り
、

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
付

状
況
を
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
が

軽
自
動
車
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム

（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）に
よ
り
確
認
で
き

る
こ
と
か
ら
、
軽
自
動
車
の
車
検

を
受
け
る
際
に
、
車
検
用
納
税
証

明
書
の
提
示
が
不
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

（
※
二
輪
車
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
住
民
税
係（32

）３
１
２
６

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
昭
和

23
年
の
人
権
擁
護
委
員
令
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
、
昭
和
24
年
6
月
1

日
の
人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
に

よ
り
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
恒

久
的
な
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
法
が
施
行
さ
れ
た
6
月

1
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、

毎
年
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
を
広

く
啓
発
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
と
役
割

１　

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
人

権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る

「
あ
な
た
の
街
の
相
談
パ
ー
ト

ナ
ー
」で
す
。
相
談
は
無
料
で
、

相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

２　
「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」と
い

う
被
害
者
か
ら
の
申
告
な
ど
を

受
け
、
法
務
局
職
員
と
協
力
し

て
、
調
査
・
処
理
に
当
た
り
ま

す
。

３　
人
権
の
大
切
さ
を
多
く
の
皆

さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
4
名
で
す

　
尾
臺　
良
左　
委
員

　
関　
久
美
子　
委
員

　
長
田　
芳
子　
委
員

　
内
堀　
秀
利　
委
員　

　
皆
さ
ま
が
お
住
ま
い
の
地
域
に

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」と
呼
ば

れ
る
方
が
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
？

　
当
町
に
は
、
各
区
か
ら
選
出
さ

れ
た
民
生
委
員
33
名
と
主
任
児
童

委
員
2
名
の
35
名
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方

公
務
員
で
す
。
社
会
福
祉
の
増
進

の
た
め
に
地
域
住
民
の
立
場
か
ら
、

生
活
や
福
祉
全
般
に
関
す
る
相

談
・
援
助
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
は
、
児
童
委

員
を
兼
ね
て
い
る
た
め
、「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
」と
呼
ば
れ
て

お
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
保
護
者

の
子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
妊
娠

中
の
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
支
援

も
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
1
0
0
年
を

超
え
る
歴
史
あ
る
制
度
で
す
。
大

正
6
年
5
月
12
日
の
民
生
委
員
制

度
の
も
と
と
な
る
済
世
顧
問
制

度
を
定
め
た
岡
山
県
済
世
顧
問
制

度
設
置
規
程
の
公
布
日
に
ち
な
み
、

5
月
12
日
を「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
」の
日
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
5
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
の

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

　
身
体
障
が
い
者
の
社
会
参
加
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

運
転
免
許
の
取
得
費
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

対
象
者

　
肢
体
不
自
由
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
所
持
し
て
お
り
、
手
動
ア
ク

セ
ル
等
改
造
さ
れ
た
自
動
車
を
使

用
し
な
け
れ
ば
教
習
が
受
講
で
き

な
い
方 身

体
障
が
い
者
運
転
免
許
取
得
費
助
成
事
業
の
ご
案
内

5
月
12
日
は「
民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
」で
す

「
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
」
を

開
設
し
て
い
ま
す

曜
日　
毎
週
火
・
木
曜
日

（
祝
日
除
く
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
長
野
法
務
局
佐
久
支
局

人
権
相
談
連
絡
先

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
0
5
7
0（
0
0
3
）1
1
0

（
全
国
共
通
）

　
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

0
1
2
0（
0
0
7
）1
1
0

（
全
国
共
通
・
無
料
）

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

0
5
7
0（
0
7
0
）8
1
0

（
全
国
共
通
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
6
月
1
日
の「
人
権
の
日
」を
記

念
し
て
、
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
の
も
め

ご
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

問
題
な
ど
暮
ら
し
の
中
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
6
月
１
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
ハ
ー
ト
ピ
ア
み
よ
た

問
い
合
わ
せ
先　

　
長
野
地
方
法
務
局
佐
久
支
局
内

　
佐
久
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

事
務
局

0
2
6
7（
67
）2
2
7
2

1
週
間
を「
活
動
強
化
週
間
」と

し
て
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
町
の

民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
通

学
児
童
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
に
は
民
生
委
員
法
に

基
づ
き
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
お

り
、
民
生
委
員
の
活
動
は
、
地
域

の
皆
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を
基
盤

と
し
て
成
立
し
ま
す
。
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
活
動

へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

身
近
な
相
談
役
で
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
担

当
の
区
域
で
支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
に
対
し
、
見
守
り
活
動
や
、

福
祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
町

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
に
つ

な
ぐ「
パ
イ
プ
役
」で
す
。
お
困

り
の
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
福
祉
係

（
32
）6
5
2
2

令
和
7
年
度

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は

６
月
２
日（
月
）が

納
期
限
で
す

　
４
月
１
日
よ
り
、
J
R
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
、
精
神
障
が
い
者
割

引
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
旅
客
運

賃
減
額
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
の

記
載
の
あ
る
も
の
）を
お
持
ち
の

方
J
R
に
よ
る

精
神
障
が
い
者
割
引
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す

旅客鉄道株式会社等
旅客運賃減額

精神障害者
保健福祉手帳の

等級

第１種 １級

第２種 ２級または３級

○
割
引
を
受
け
る
た
め
に
は
、
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
等
旅
客
運
賃

減
額
の
区
分
が
手
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
記
載
を
希
望
す
る
方
は
、
手
帳

を
お
持
ち
の
上
、
役
場
１
階
５

番
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
福
祉
係

（
32
）６
５
２
２

「
み
よ
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

　
　
　
　
　

  

登
録
２
次
元
コ
ー
ド

詳
し
く
は
、「
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー（
裏
表
紙
）」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

５
月
は

「
春
の
農
作
業

安
全
運
動
月
間
」で
す

　
県
内
で
は
、
毎
年
、
農
作
業
中

の
死
亡
事
故
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

高
齢
者
の
事
故（
特
に
ト
ラ
ク

タ
ー
や
乗
用
型
草
刈
機
に
よ
る
事

故
）が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

家
族
や
仲
間
同
士
で
声
を
掛
け
合

う
と
と
も
に
、
次
の
点
に
注
意
し

て
安
全
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ク
タ
ー
の
注
意
点

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
走
行
中
の
転
倒
や
転
落
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
歩
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
後
退

時
に
後
方
を
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

乗
用
型
草
刈
機
の
注
意
点

・
作
業
前
に
障
害
物
や
作
業
の
支

障
に
な
る
枝
な
ど
が
無
い
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
斜
面
で
作
業
す
る
場
合
は
、
傾

斜
角
や
機
械
の
バ
ラ
ン
ス
に
十

分
注
意
し
、
低
速
で
走
行
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
農
村
振
興
課

０
２
６（
２
３
５
）７
２
４
５

助
成
金
額

　
免
許
の
取
得
に
要
し
た
費
用
の

３
分
の
２（
最
大
10
万
円
）

支
給
要
件

・
御
代
田
町
に
住
所
の
あ
る
方

※
所
得
制
限
は
令
和
７
年
４
月
か

ら
撤
廃
と
な
り
ま
し
た
。

必
要
書
類

・
身
体
障
が
い
者
自
動
車
運
転
免

許
取
得
費
助
成
事
業
交
付
申
請

書

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

・
教
習
費
用
の
見
積
書
な
ど
、教

習
に
か
か
る
費
用
の
わ
か
る
も

の
注
意
事
項

　

免
許
を
取
得
す
る
前（
教
習
所

へ
通
う
前
）に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
福
祉
係

（
32
）６
５
２
２
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